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研究要旨  アトピー性皮膚炎(AD)は様々な要因が複雑に絡み合って発症する疾患であるが、近年

いくつかの subgroupの集まりとする考え方が報告されるようになった。代表的には総 IgE値によ

り分類する方法がある。今回我々はアトピー性皮膚を IgE≦200の内因性と IgE>200の外因性の病

型に分類し、アトピー性皮膚炎にみられる皮膚症状、特に痒疹反応などを含めた難治性皮膚症状と

の関連を詳細に検討した。さらに病型や皮膚症状による検査値や金属アレルギー（Ni、Co、Cr）

の有無、フィラグリン遺伝子変異の有無に違いがないか調査を行った。尋常性魚鱗癬、紅皮症、頸

部色素沈着、結節性痒疹などの難治性皮膚症状は内因性 ADに比べて外因性 ADに多い傾向がみら

れた。内因性 ADは顔面難治性紅斑、手湿疹の合併が多かったが病型による有意差は認めず、金属

アレルギーやフィラグリン遺伝子変異を有する患者の割合が多かった。今後それらの病変の発症メ

カニズムを検討していくことでターゲットを絞った新規治療法につながっていくことが期待され

る。 

 

Ａ．研究目的 

ADを IgE≦200の内因性と IgE>200の外因性の

病型に分類し、病型による臨床症状に違いがない

か詳細に検討した。さらに病型や皮膚症状による

検査値や金属アレルギー（Ni、Co、Cr）の有無、

フィラグリン遺伝子変異の有無についても違いが

ないか調査を行った。このような検討を多施設に

わたって大規模に行った例はなく、 

今後アトピー性皮膚炎の病型と難治性皮膚病変の

関連が明らかになれば、そのような病変の 

発症メカニズムを検討していく上で大きな利点と

なり、ひいては、ターゲットを絞った新規治療法

の開発につながっていくことが期待される。 

 

Ｂ．方法 

日本皮膚科学会アトピー性皮膚炎ガイドラインの

診断基準を満たし、東京医科歯科大学、浜松医科

大学、京都大学、大阪大学、防衛医科大学の皮膚

科外来通院中の AD 患者のうち同意が得られたも

のを対象とした。病型による臨床症状、検査値や

金属アレルギー（Ni、Co、Cr）の有無、フィラグ

リン遺伝子変異の有無に違いがないか調査を行っ

た。臨床症状としては Dennie-Morgan fold、尋常

性魚鱗癬、palmar hyperlinearity、手湿疹、顔面

難治性紅斑、紅皮症、頚部色素沈着、脱毛、

Hertoghe徴候、汗疱様発疹、亜急性痒疹、結節性

痒疹の合併有無について調査を行った。 

 



Ｃ．結果 

前年の 168例に新たに 11例が加わり、計 179例

が登録された。内因性 AD21 例（男 5、女 16）、

外因性 AD158例（男 95、女 63）。内因性 ADは

全体の 12％で女性に多く、喘息・鼻炎の既往歴や

家族歴は少なかった。臨床的には顔面紅斑、手湿

疹の合併が多かったが病型による有意差は認めず、

金属パッチテストが陽性の患者やフィラグリン遺

伝子変異を有する患者の割合が高かった。一方外

因性 AD は喘息・鼻炎の既往歴や家族歴が多く、

臨床的には内因性 AD に比べ尋常性魚鱗癬、紅皮

症、頸部色素沈着の合併が多い傾向がみられた。

痒疹は亜急性痒疹、結節性痒疹ともに外因性 AD

との合併が多かったが、いずれも有意差はなかっ

た。フィラグリン遺伝子変異を有する症例では尋

常性魚鱗癬、palmar hyperlinearityの合併が多か

った。 

 

Ｄ．考察 

今回の調査では１ポイントの血清 IgEで病型を分

けたため、将来的に IgEが上がってくる可能性の

ある軽症 AD 群を内因性アトピー性皮膚炎として

集計した可能性がある。しかし、内因性 AD の平

均 SCORADは 37.8で内訳としては中等症以上の

症例が多く、軽症例は少なかった。内因性 AD は

女性に多く、金属アレルギーを有する割合が高か

った。原因として化粧品や装飾品などで感作され

た可能性を考えた。内因性 AD の皮膚病変として

は顔面紅斑、手湿疹の合併が多かったが病型によ

る有意差はなかった。外因性 ADは内因性 ADに

比べて尋常性魚鱗癬、紅皮症、頸部色素沈着の合

併が多い傾向を認め、結節性痒疹も有意差はない

ものの外因性 AD に多かった。フィラグリン遺伝

子変異を有する症例では尋常性魚鱗癬、palmar 

hyperlinearity の合併が多かった。今回の我々の

調査ではフィラグリン遺伝子変異を有する患者の

割合は内因性 AD に多く、これまでの報告とは逆

の結果となった。IgE が低く、アトピー素因が少

ない内因性 AD の発症にフィラグリン遺伝子変異

によるバリア障害やそれに伴うアレルギー感作が

関与していても矛盾はなく興味深い。しかし、今

回の調査では内因性ADの症例数は21例と少なく、

今後さらなる症例の集積をしていく予定である。 

 

Ｅ．結論 

今後さらに AD の病型と難治性皮膚病変の関連を

明らかにすることによって、ターゲットを絞った

新規治療法の開発が期待される。 
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